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た
が
、
時
間
外
勤
務
手
当
が
発
生
し
な
い
状
態
は
そ

の
ま
ま
で
、
時
間
外
勤
務
・
休
日
勤
務
を
減
ら
そ
う

と
い
う
財
政
的
な
動
機
付
け
が
行
政
や
管
理
職
に
働

か
な
く
な
っ
て
い
る
状
態
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

「
36
協
定
」
は
学
校
現
場
を
変
え
る
！

教
員
に
は
事
実
上
適
用
さ
れ
な
い「
36
協
定
」
で

す
が
、
学
校
事
務
職
員
、
学
校
栄
養
職
員
、
現
業
職

員
等
に
は
適
用
さ
れ
ま
す
。「
36
協
定
」を
結
ぶ
に
は
、

過
半
数
労
働
組
合
が
あ
れ
ば
職
場
の
分
会
長
が
締
結

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
過
半
数
労
働
者
の
分
母
に

教
員
に
は
時
間
外
勤
務
手
当
が
出
な
い
!?

2
0
1
6
年
の
連
合
総
研
の
報
告
で
は
、
週
60
時

間
以
上
の
勤
務（
す
な
わ
ち
過
労
死
ラ
イ
ン
で
あ
る

月
80
時
間
以
上
の
時
間
外
勤
務
）
を
行
っ
て
い
る
小

学
校
教
員
は
72
・
9
％
、
中
学
校
教
員
は
86
・
9
％

で
、
そ
の
異
常
な
勤
務
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら「
学
校
は
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」と
言

わ
れ
、
年
々
教
職
を
め
ざ
す
学
生
も
減
少
し
て
い
ま

す
。
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
れ

は
時
間
外
勤
務
・
休
日
勤
務
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い「
給
特
法
※

」に
問
題
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

労
基
法
第
36
条
は
教
員
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
他
方
で
、「
給
特
法
」
第
6
条
に
よ
り
、
教
員

に
は
①
実
習
、
②
修
学
旅
行
、
③
職
員
会
議
、
④
非

常
災
害
な
ど
を
除
き
、
時
間
外
勤
務
を
命
じ
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
業
務
は
、
教
員
の

職
務
と
勤
務
様
態
の
特
殊
性
か
ら
、
た
と
え
時
間
外

勤
務
を
し
た
と
し
て
も
、「
給
特
法
」
第
3
条
に
よ
り
、

給
料
月
額
の
4

%
に
相
当
す
る「
教
職
調
整
額
」と
し

て
支
給
す
る
形
で
包
含
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
給
特
法
」施
行
か
ら
50
年
の
間
に
、
限
定
さ
れ
た

4
項
目
以
外
の
業
務
は
、
授
業
準
備
や
テ
ス
ト
の
採

点
、
部
活
動
ま
で
も
が
教
員
の「
自
発
的
、
自
主
的

な
勤
務
」
と
し
て
放
置
さ
れ
、「
定
額
働
か
せ
放
題
」

の
学
校
現
場
が
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
2
0
1
9

年
の「
改
正
給
特
法
」
に
よ
っ
て
、「
時
間
外
在
校
等

時
間
」の
上
限
時
間（
月
45
時
間
、
年
3
6
0
時
間
）

が
法
的
拘
束
力
の
あ
る
指
針
と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し

　 　 　 　 　 学 校 に 働 き方 改 革 の 風 を
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は「
36
協
定
」の
当
事
者
以
外
、
つ
ま
り
教
員
も
入
り

ま
す
。
こ
こ
に
、
学
校
の
働
き
方
を
変
え
る
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

職
員
会
議
を
延
長
す
る
場
合
、
教
員
は
限
定
4
項

目
で
時
間
外
勤
務
を
命
じ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
し

か
し
、
学
校
事
務
職
員
は「
36
協
定
」を
締
結
し
て
い

な
け
れ
ば
時
間
外
勤
務
を
命
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
職
員
会
議
は
重
要
な
意
思
決
定
機
関
で
全
員
出

席
が
原
則
で
す
。
そ
も
そ
も
勤
務
時
間
内
で
終
了
で

き
る
よ
う
会
議
が
設
定
さ
れ
て
い
る
か
。
会
議
の
内

容
や
運
営
が
適
切
か
。
い
き
な
り
当
日
の
会
議
中
に

延
長
を
命
じ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
す
。
こ

の
こ
と
は
、「
36
協
定
」を
締
結
す
る
教
職
員
だ
け
で

な
く
、
そ
の
職
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
か
か

わ
る
問
題
で
す
。
つ
ま
り
、
働
き
方
改
革
そ
の
も
の

を
み
ん
な
で
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

学
校
に
は
、
正
規
の
教
員
以
外
に
、
臨
時
・
非
常

勤
で
働
く
教
職
員
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
部

活
動
指
導
員
・
I
C
T
指
導
員
・
教
員
業
務
支
援
員

な
ど
の「
ス
タ
ッ
フ
職
」が
3
割
程
度
在
職
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
が「
36
協
定
」
の
当
事
者
に
な

り
ま
す
。
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
学
校
が
教

員
だ
け
の
世
界
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
で
す
。
学
校
で

「
36
協
定
」
を
考
え
る
こ
と
は
働
き
方
改
革
に
直
結

し
、
締
結
に
組
合
が
主
体
的
に
か
か
わ
る
こ
と
で
職

場
は
力
強
い
団
結
を
生
み
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
こ
と
は
組
織
拡
大
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

※「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法（給特法）」は、
教員だけに適用される特措法で、「教育職員の職務と勤務態様の特殊性に基づき、
その給与その他の勤務条件について特例を定める」と規定しています（1972年施行）。
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